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＜背景＞
 小児のう蝕罹患率の低下や8020達成者の増加がみられ，また、⼝腔と全⾝との関係に着⽬した知⾒が集積されるなど、⾼齢者のＱＯ

Ｌの維持・向上を念頭におきつつ、各ライフステージに対して切れ⽬なく⻭科医療を提供していくことが求められている。

 平成23年8⽉には、「⻭科⼝腔保健の推進に関する法律」が公布・施⾏され、⼝腔の健康が、質の⾼い⽣活を営む上で基礎的かつ重要
な役割を担っていることが条⽂で謳われていることを踏まえ、医療現場や介護現場と連携して⻭科医療を提供していくことが不可⽋と
なっている。

 高齢化の進展に伴い、⻭科医療機関を受診する患者像も⾼齢化・多様化しており、これらの患者に対応するための、⻭科医療の提供の
在り⽅や⻭科医師の資質向上の検討が求められている。

⼥性⻭科医師の
増加

⻭科医師の働き⽅
の変化

う蝕罹患率
の低下等受診患者の

高齢化・多様化

国⺠が求める⻭科
医療ニーズの変化

⻭科医療提供
体制の変化

⻭科医師需給に
関すること

⼥性⻭科医師に
関すること

⻭科医療の専⾨性に
関すること

第１回⻭科医師の資質向上等に関する検討会
資料３

平成２７年１⽉１６⽇

⻭科医師の増加

⻭科医療に関すること ⻭科医師に関すること

需要に
関する
こと

供給に
関する
こと

医療や介護
との連携

⻭科医療技術の
の進展


